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一
、
は
じ
め
に

　

大
正
十
五
年
に
、
中
国
文
学
を
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
に
翻
訳
し
た
『
支
那

文
学
大
観
』
（
支
那
文
學
大
観
刊
行
会　

以
下
『
大
観
』
と
略
称
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
『
大
観
』
は
、
全
十
四
巻
の
予
定
だ
っ
た
が
、
刊
行
途
中
で
出
版
社
が

経
営
破
綻
し
た
た
め
、
九
巻
し
か
配
本
さ
れ
て
い
な
い

１

。
第
二
巻
か
ら
第
六

巻
ま
で
は
、
中
国
の
戯
曲
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の
で
、
第
八
巻
に
は
川
端
康

成
ら
が
訳
し
た
唐
代
小
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
十
、
十
一
、
十
二
巻
は
そ

れ
ぞ
れ
、
鈴
木
彦
次
郎
の
訳
し
た
『
剪
燈
新
話
』
、
佐
藤
春
夫
、
伊
藤
貴
磨
、

今
東
光
が
共
訳
し
た
『
今
古
奇
観
』
、
田
中
貢
太
郎
が
訳
し
た
『
聊
齋
志
異
』

で
あ
る
。

　

第
八
巻
の
唐
代
小
説
は
、
川
端
康
成
、
鈴
木
彦
次
郎
、
今
東
光
の
三
人
が
分

担
し
、
現
代
日
本
語
に
訳
し
た
。
『
大
観
』
の
監
修
者
で
あ
る
塩
谷
温
は
、
「
巻

頭
論
叢
」
の
「
支
那
文
学
史
」
に
お
い
て
、
唐
代
小
説
を
剣
侠
類
、
艶
情
類
、

神
怪
類
、
別
傳
類
の
四
種
類
に
細
分
し
た
。
今
東
光
が
訳
し
た
作
品
は
、
〈
神

怪
類
〉
の
中
の
「
枕
中
記
」
、「
非
煙
傳
」
、「
離
魂
記
」
、「
周
秦
行
記
」
、「
柳
毅
傳
」
、

「
人
虎
傳
」
、
の
六
編
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
鈴
木
彦
次
郎
は
才
子
佳
人
の
風

流
韻
事
を
描
い
た
艶
情
類
の
翻
訳
を
担
当
し
た
。
具
体
的
な
章
と
し
て
、
「
霍

小
玉
伝
」
、
「
李
娃
傳
」
、
「
会
真
記
」
、
「
章
臺
柳
傳
」
、
「
揚
州
夢
記
」
、
計
五
編

で
あ
る
。
そ
し
て
、
川
端
康
成
は
以
下
の
十
四
編
を
訳
し
て
い
る
。
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○
剣
侠
類

○
神
怪
類

○
別
傳
類

　
　

剣
侠
傳
（
段
成
式
）

　
　
　

聶
隠
娘

　
　
　

崑
崙
奴

　
　

虬
髯
客
傳
（
張
成
）

　
　

馮
燕
傳
（
沈
亜
之
）

　
　

紅
線
傳
（
陽
巨
源
）

　
　

劉
無
双
傳
（
薛
調
）

　
　

謝
小
蛾
傳
（
李
公
佐
） 　

　

杜
子
春
傳
（
鄭
還
古
）

　
　

南
柯
記
（
李
公
佐
）

　
　

神
女
傳
（
孫
頠
）

　
　
　

太
真
夫
人

　
　
　

宛
若

　
　
　

康
王
朝
の
女

　
　
　

蚕
女

　
　
　

張
女
郎

　
　

海
山
記
（
韓
偓
）

　
　

開
河
記
（
韓
偓
）

　
　

李
林
甫
外
傳（

亡
名
氏
）

　
　

東
城
老
父
傳
（
陳
鴻
）

　
　

長
恨
歌
伝

（
陳
鴻
・
白
居
易
）

　

川
端
が
唐
代
小
説
を
翻
訳
し
た
の
は
、
大
正
十
五
年
で
あ
る
。
一
月
と
二
月

に
、
出
世
作
『
伊
豆
の
踊
子
』
が
発
表
さ
れ
、
四
月
か
ら
松
林
秀
子
と
の
同
棲

生
活
を
始
め
た
。
六
月
に
、
処
女
作
品
集
『
感
情
装
飾
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
年
に
映
画
の
制
作
に
関
心
を
持
ち
、
衣
笠
貞
之
助
、
岸
田
国
士
、
横

光
利
一
、
片
岡
鉄
兵
ら
と
「
新
感
覚
映
画
連
盟
」
を
結
成
し
、
川
端
は
日
本
最

初
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
『
狂
つ
た
一
頁
』
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た
。
こ
の
よ
う

に
、
大
正
十
五
年
は
川
端
に
と
っ
て
、
様
々
な
可
能
性
が
試
さ
れ
て
い
た
重
要

な
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
当
時
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ

ム
文
学
に
目
が
奪
わ
れ
、
意
気
揚
々
と
し
て
〈
新
し
い
文
藝
時
代
〉
を
作
ろ
う

と
し
た
川
端
は
、
な
ぜ
〈
時
代
に
遅
れ
て
い
る
〉２

と
評
価
さ
れ
た
漢
文
学
の

翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
か
。
し
か
も
、
二
十
四
編
の
内
、
十
四
編
ま
で
を

翻
訳
し
て
い
る
。
以
上
の
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
正
十
五
年
に
川
端
が

行
っ
た
唐
代
伝
奇
小
説
の
翻
訳
へ
の
試
み
は
、
一
時
的
な
関
心
や
経
済
的
事
情

な
ど
よ
り
は
、
様
々
な
模
索
の
中
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
近
代
日
本
の
多
く
の
文
学
者
た
ち
は
、
例
え
ば
森
鴎
外
、
佐
藤
春
夫
、

芥
川
龍
之
介
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
文
学
翻
訳
を
作
家
修
業
の
第
一
歩
と
し
て
手

掛
け
て
い
る
た
め

３

、
川
端
も
、
も
し
か
す
る
と
、
彼
ら
を
模
倣
し
、
唐
代
小

説
の
翻
訳
経
験
を
実
作
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い

一
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ず
れ
に
せ
よ
、
川
端
の
唐
代
小
説
の
翻
訳
へ
の
関
与
は
、
彼
の
文
学
人
生
に
お

い
て
特
殊
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
は

ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
、
本
格
的
な
作
品
論
は
馬
朝

紅
の
「
川
端
文
学
と
異
界
―
唐
代
小
説
と
の
か
か
わ
り
」４

と
常
思
佳
の
「
川
端

康
成
と
唐
代
伝
奇
小
説
」５

、
の
二
編
だ
け
で
あ
る
。
馬
は
「
神
女
伝
」
の
五
編

を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
分
析
し
、
物
語
内
容
、
話
型
か
ら
、
川
端
の
実
作
と
の

類
似
点
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
川
端
文
学
に
お
け
る
〈
異
界
〉
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
た
。
常
は
、
鈴
木
彦
次
郎
が
訳
し
た
『
李
娃
伝
』
を
取
り
上
げ
、『
伊
豆

の
踊
子
』
と
比
較
し
な
が
ら
、
両
作
品
の
物
語
の
始
ま
り
方
、
男
女
主
人
公
の

身
分
差
な
ど
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。
ほ
か
に
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
漢
文

学
の
受
容

６

や
、
川
端
の
実
作
と
の
関
連
性

７

な
ど
の
論
が
散
見
さ
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
断
片
的
な
分
析
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
川
端
翻
訳
の
特
徴
、
翻
訳
の
背
景
と
い
う
問
題
に
絞
っ

て
検
討
を
試
み
た
い
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
川
端
訳
の
十
四
編
を
全
部

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
川
端
訳
の
特
徴
を
で
き
る
限
り
全
面
的

に
究
明
す
る
た
め
に
、
本
論
で
は
、
「
剣
侠
類
」
「
神
怪
類
」
「
別
傳
類
」
の
三

大
類
か
ら
、
「
崑
崙
奴
」
、
「
杜
子
春
傳
」
、
「
長
恨
歌
傳
」８

一
篇
ず
つ
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
川
端
の
翻
訳
特
徴
を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め

に
、
同
じ
唐
代
小
説
の
「
神
怪
類
」
に
収
録
さ
れ
た
今
東
光
の
『
枕
中
記
』
、

大
正
十
一
年
に
松
井
等
が
訳
し
た
『
杜
子
春
』９

、
漢
文
叢
書
の
『
新
釈
漢
文
大

系
』10

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
長
恨
歌
傳
」
を
合
わ
せ
て
参
照
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

二
、
作
品
の
あ
ら
す
じ

　

ま
ず
、
本
論
で
取
り
扱
わ
れ
る
作
品
の
あ
ら
す
じ
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

①
「
崑
崙
奴
」
（
段
成
式
作　

川
端
訳
）

　

唐
代
宗
の
大
歴
年
間
に
、
崔
生
と
い
う
青
年
は
あ
る
元
勲
（
郭
子
儀
の
こ
と

だ
ろ
う
）
の
家
を
訪
れ
た
際
に
、
紅
い
絹
の
着
物
を
着
て
い
る
妓
に
恋
を
し
た
。

自
宅
に
戻
っ
た
崔
生
は
妓
と
別
れ
た
折
に
、
妓
か
ら
出
し
た
謎
に
悩
み
、
ま
た

実
現
で
き
な
い
恋
に
苦
し
む
。
そ
の
頃
、
崔
生
の
家
に
磨
勒
と
い
う
崑
崙
奴
が

い
た
。
悩
み
の
相
談
に
乗
っ
た
磨
勒
は
自
分
の
知
恵
で
謎
を
解
い
た
。
さ
ら
に

崔
生
と
妓
の
逢
瀬
を
手
伝
っ
て
、
妓
を
元
勲
の
家
か
ら
連
れ
出
し
た
。
一
年
後

こ
の
事
が
発
覚
し
、
磨
勒
は
罪
に
問
わ
れ
た
が
、
物
々
し
く
武
装
し
た
兵
士
か

ら
無
事
に
逃
出
し
た
。

②
「
杜
子
春
傳
」
（
鄭
還
古
作　

川
端
訳
）

　

杜
子
春
は
性
質
が
放
縦
で
、
酒
と
悪
遊
び
に
お
ぼ
れ
て
家
産
を
使
い
果
た
し

た
結
果
、
身
を
寄
せ
る
場
所
ま
で
失
い
、
長
安
の
道
端
で
彷
徨
っ
て
て
い
た
。

そ
の
時
あ
る
老
人
と
出
会
っ
た
。
杜
子
春
は
老
人
か
ら
二
回
ま
で
大
量
な
金
銭

を
も
ら
っ
た
が
、
全
部
使
い
切
っ
た
。
三
回
目
に
、
杜
子
春
は
与
え
ら
れ
た
金

銭
を
慈
善
事
業
に
使
っ
た
後
、
老
人
に
連
れ
ら
れ
、
崋
山
に
仙
人
修
業
に
行
っ

た
。
仙
人
に
な
る
条
件
は
、
声
を
出
さ
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
杜
子
春
は

様
々
な
試
練
を
受
け
、
無
事
に
乗
り
越
え
た
が
、
最
後
の
試
練
で
、
子
供
へ
の

愛
情
が
ど
う
し
て
も
捨
て
ら
れ
ず
に
失
敗
し
た
。
老
人
は
仙
薬
を
完
成
さ
せ
ら

れ
ず
、
杜
子
春
も
仕
方
な
く
、
家
に
引
き
返
し
た
。

③
「
長
恨
歌
傳
」
（
陳
鴻
作　

川
端
訳
）

　

唐
の
玄
宗
皇
帝
は
楊
貴
妃
を
大
変
寵
愛
し
、
国
政
ま
で
怠
っ
た
。
安
禄
山
の

謀
反
で
、
玄
宗
と
一
緒
に
都
か
ら
逃
げ
出
し
た
楊
貴
妃
は
兵
士
の
怒
り
を
買
っ

て
、
首
を
絞
め
ら
れ
て
他
界
し
た
。
よ
う
や
く
都
に
戻
っ
た
玄
宗
は
毎
日
楊
貴

妃
の
こ
と
ば
か
り
思
い
詰
め
て
い
た
。
玄
宗
の
心
を
知
っ
て
い
た
あ
る
道
士

は
、
術
を
使
っ
て
楊
貴
妃
の
魂
を
捜
し
求
め
、
彼
女
に
玄
宗
の
思
い
を
伝
え
た
。

そ
の
時
、
す
で
に
仙
界
で
太
真
と
名
乗
っ
て
い
た
楊
貴
妃
は
悲
し
み
な
が
ら
、

道
士
を
通
し
て
玄
宗
を
愛
す
る
心
は
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
と
誓
っ
た
。

二
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④
「
枕
中
記
」
（
李
泌
作　

今
訳
）

　

唐
の
玄
宗
の
世
に
、
盧
生
と
い
う
人
は
邯
鄲
の
宿
屋
で
呂
翁
と
い
う
道
士
に

会
っ
た
。
二
人
は
最
初
楽
し
く
話
し
合
っ
た
が
、
暫
く
し
て
盧
生
は
嘆
息
し
た
。

呂
翁
に
な
ぜ
か
、
と
聞
か
れ
る
と
、
自
分
は
一
人
の
男
と
し
て
、
や
は
り
立
身

出
世
し
た
い
と
盧
生
は
言
っ
た
。
事
情
を
知
っ
て
い
た
呂
翁
は
あ
る
枕
を
盧
生

に
貸
し
た
。
そ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
宿
の
主
は
黄
粱
を
蒸
し
て
い
た
。
盧
生
は
枕

を
首
に
当
て
眠
り
に
落
ち
た
。
盧
生
は
夢
の
中
で
、
二
度
の
左
遷
と
二
度
の
出

世
を
経
験
し
た
。
最
後
に
夢
の
中
で
病
死
し
た
盧
生
は
現
実
に
戻
り
、
目
を
覚

ま
し
た
が
、
先
に
蒸
し
て
い
た
黄
粱
が
ま
だ
蒸
し
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気

付
い
た
。

三
、
翻
訳
の
特
徴

　

１
、
地
の
文
の
訳
し
方

　

①
『
枕
中
記
』
（
今
東
光
訳
）

　
　

【
原
文
】

　

開
元
十
九
年
道
者
呂
翁
經
邯
鄲
道
上
邸
舎
中
設
榻
施
席
擔
囊
而
坐
俄

有
邑
中
少
年
盧
生
衣
短
裘
乗
青
駒
将
適
于
田
亦
止
邸
中
興
翁
接
席
言
笑

殊
暢
久
之
盧
生
顧
其
衣
装
弊
褻
乃
歎
曰
。

　
　

【
訳
文
】

　

玄
宗
の
世
、
開
元
十
九
の
こ
と
で
あ
る
。
道
教
の
方
士
に
呂
翁
と
云

ふ
者
が
居
た
。
或
る
時
趙
の
古
都
、
邯
鄲
を
通
り
過
ぎ
て
、
或
る
家
の

中
に
榻
を
設
け
、
席
を
作
っ
て
、
袋
を
背
負
っ
た
ま
ま
坐
っ
て
ゐ
た
。

　

邯
鄲
の
者
で
、
盧
生
と
い
ふ
若
者
が
、
短
い
革
の
衣
を
纏
ひ
、
青
駒

に
乗
つ
て
、
田
を
耕
し
に
行
く
途
中
、
此
の
家
に
立
寄
つ
て
、
呂
翁
の

傍
に
坐
り
、
べ
ら
べ
ら
と
冗
談
口
を
利
い
た
。
暫
く
語
つ
て
い
る
う
ち

に
、
盧
生
は
自
分
の
照
装
の
見
窄
ら
し
い
の
を
眺
め
な
が
ら
歎
息
し

た
。

　

②
『
崑
崙
奴
』
（
川
端
康
成
訳
）

　
　

【
原
文
】

　

唐
大
歴
中
有
崔
生
者
其
父
為
顦
僚
興
蓋
天
之
勳
臣
一
品
者
熟
。
生
是

時
為
千
牛
其
父
使
往
省
一
品
疾
生
少
年
容
貌
如
玉
性
稟
孤
介
挙
止
安
詳

発
言
清
雅

　
　

【
訳
文
】

　

唐
の
代
宗
の
大
歴
年
間
に
、
崔
生
と
云
ふ
者
が
あ
つ
た
。
そ
の
父
は

顦
官
で
あ
り
、
一
品
の
位
（
官
員
の
最
高
の
位
階
）
に
ゐ
る
某
と
云
ふ

時
め
く
大
勳
臣
（
わ
ざ
と
そ
の
名
を
匿
し
た
。
恐
ら
く
唐
室
中
興
の
元

勳
、
郭
子
儀
の
こ
と
だ
ら
う
）
と
親
交
が
あ
つ
た
。
崔
生
は
そ
の
頃
、

禁
衛
軍
の
士
官
だ
つ
た
。
あ
る
時
、
父
に
云
ひ
つ
け
ら
れ
て
、
一
品
の

元
勳
の
病
気
見
舞
い
に
行
つ
た
。
ま
だ
若
く
て
、
容
貌
は
玉
の
や
う
に

美
し
く
、
生
ま
れ
つ
き
少
し
気
む
つ
か
し
い
程
堅
い
性
質
で
、
立
居
振

舞
も
し
と
や
か
や
上
に
、
言
葉
つ
き
も
爽
か
だ
つ
た
。

　

ま
ず
、
日
本
人
に
馴
染
み
の
薄
い
中
国
の
固
有
名
詞
を
例
に
、
川
端
訳
と
今

訳
に
お
け
る
訳
者
の
介
入
の
度
合
を
確
認
し
た
い
。
①
と
②
の
傍
線
部
か
ら
、

今
と
川
端
は
原
文
に
な
い
内
容
を
加
筆
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
が
訳
文

に
〈
玄
宗
の
世
〉
を
書
き
加
え
た
こ
と
に
対
し
、
川
端
は
格
助
詞
の
〈
の
〉
を

入
れ
て
、
〈
唐
の
代
宗
の
大
歴
年
間
〉
と
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、
〈
邯
鄲
〉
に

つ
い
て
、
今
訳
は
先
の
年
号
の
よ
う
に
、
地
名
の
前
に
〈
趙
の
古
都
〉
と
説
明

し
て
い
る
。
一
方
、
川
端
は
〈
一
品
〉
に
つ
い
て
、
〈
一
品
の
位
（
官
員
の
最

高
の
位
階
）
〉
と
い
う
よ
う
に
、
括
弧
の
中
に
解
釈
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、〈
大

勳
臣
〉
へ
の
解
釈
も
、
〈
一
品
〉
と
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
、
括
弧
付
け
の
形
で

説
明
し
て
い
る
。
以
上
、
訳
者
の
介
入
の
度
合
か
ら
見
れ
ば
、
今
訳
よ
り
は
、

川
端
訳
の
ほ
う
が
少
な
い
だ
ろ
う
。

三
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次
に
、
原
文
に
対
す
る
忠
実
度
を
分
析
す
る
。
①
と
②
の
引
用
部
分
か
ら
、

川
端
訳
の
ほ
う
が
、
原
文
へ
の
忠
実
度
が
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き

る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
〈
俄
有
邑
中
少
年
盧
生
衣
短
裘
乗
青
駒
将
適
于
田
亦
止

邸
中
〉
を
逐
語
的
に
訳
す
と
、
〈
す
る
と
、
郡
に
盧
生
と
い
う
少
年
が
い
て
、

（
そ
の
少
年
）
は
短
い
服
を
着
、
黒
毛
の
馬
に
乗
っ
て
、
田
圃
に
い
こ
う
と
思
っ

た
が
、
や
は
り
宿
屋
に
立
ち
寄
っ
た
〉
の
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
が
、
今
東
光
は

〈
俄
〉
、
〈
将
〉
、
〈
亦
〉
な
ど
の
語
彙
を
省
略
し
、
〈
邯
鄲
の
者
で
、
盧
生
と
い
ふ

若
者
が
、
短
い
革
の
衣
を
纏
ひ
、
青
駒
に
乗
つ
て
、
田
を
耕
し
に
行
く
途
中
、

此
の
家
に
立
寄
つ
て
、
〉
と
簡
略
的
に
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
川
端
訳

は
基
本
的
に
原
文
を
参
照
し
、
今
の
よ
う
に
恣
意
的
な
省
略
は
少
な
い
。

　

２
、
会
話
文
の
訳
し
方

　
　

【
原
文
】

　

老
人
曰
幾
緡
則
豊
用
子
春
曰
三
五
萬
則
可
以
活
矣
老
人
曰
未
也
更
言

之
十
萬
曰
未
也
乃
言
百
萬
亦
曰
未
也
曰
三
百
萬
乃
曰
可
矣

　
　

【
松
井
等
訳
】

　

す
る
と
、
老
人
が
、
「
ど
れ
程
の
銭
が
あ
つ
た
た
十
分
な
の
で
す
」
、

と
質
き
ま
す
か
ら
、
「
四
五
万
文
も
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
」
、
と
申
し
ま

し
た
。
「
そ
れ
で
は
足
る
ま
い
、
も
つ
と
沢
山
言
つ
て
ご
覧
な
さ
い
」
、

と
い
ひ
ま
す
か
ら
、「
十
万
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
「
ま
だ
い
け
な
い
」

と
い
ふ
の
で
、
「
百
万
」
と
答
え
ま
す
と
、
「
そ
れ
で
も
い
け
な
い
」
と

い
ひ
ま
す
。
「
三
百
万
」
と
言
い
切
る
と
、
「
ム
、
そ
れ
で
宜
し
」
と
言

ひ
な
が
ら
…
…
（
後
略
）

　
　

【
川
端
康
成
訳
】

「
ふ
ん
。
し
て
、
一
體
金
が
ど
れ
く
ら
ゐ
あ
れ
ば
い
い
の
だ
ね
。
」

「
三
萬
か
五
萬
も
あ
れ
ば
結
構
暮
し
て
行
け
る
で
せ
う
。
」

「
何
だ
け
ち
く
さ
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
。
同
じ
こ
と
な
ら
、
も
っ
と
澤

山
ほ
し
い
と
言
へ
。
」

「
で
は
百
萬
。
」

「
何
だ
。
そ
れ
ば
か
り
か
。
」

「
ぢ
や
あ
三
百
萬
。
」

「
よ
ろ
し
い
」

　

以
上
は
、
「
杜
子
春
傳
」
に
お
い
て
、
杜
子
春
と
老
人
の
間
で
行
わ
れ
た
会

話
で
あ
る
。
松
井
訳
よ
り
は
、
川
端
訳
の
ほ
う
が
相
対
的
に
文
学
性
が
豊
富
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
原
文
の
〈
未
也
〉
に
つ
い
て
、
松
井
は
〈
そ

れ
で
は
足
る
ま
い
〉
、
〈
ま
だ
い
け
な
い
〉
、
〈
そ
れ
で
も
い
け
な
い
〉
と
翻
訳
し

た
。
一
方
、
川
端
は
〈
何
だ
け
ち
く
さ
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
〉
、
〈
何
だ
。
そ
れ

ば
か
り
か
〉
と
い
う
世
俗
的
な
言
い
回
し
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通

常
な
ら
無
欲
無
為
と
思
わ
れ
て
い
る
仙
人
が
、
世
俗
的
で
、
お
節
介
な
お
爺
さ

ん
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
原
文
の
〈
十
萬
曰
未
也
〉
に
つ
い
て
は
、

川
端
は
意
図
的
に
省
略
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
井
は
三
つ
の
〈
未
也
〉

を
全
部
訳
し
て
い
る
が
、
内
容
上
に
雑
然
と
し
た
印
象
が
あ
る
。
川
端
訳
の
場

合
、
一
つ
の
省
略
は
小
説
内
容
の
理
解
に
差
し
支
え
が
な
く
、
結
果
的
に
洗
練

さ
れ
た
訳
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
学
性
か
ら
見
る
と
、
〈
ふ
ん
〉
と
い
う
表
現
に
は
、
あ
る
伏
線
が

含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
ふ
ん
〉
の
台
詞
の
前
に
、
一
人
で
街
中
で

彷
徨
っ
て
い
た
杜
子
春
が
老
人
と
出
会
い
、
老
人
に
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明

け
、
親
戚
の
薄
情
に
憤
慨
し
た
場
面
が
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、

〈
ふ
ん
〉
は
、
〈
相
手
の
話
に
軽
く
応
じ
た
り
、
ぞ
ん
ざ
い
に
、
承
諾
の
意
を
表

し
た
り
す
る
時
に
発
す
る
こ
と
ば
〉11

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
杜
子
春
の
悩
み
と
怒

り
の
気
持
ち
に
対
し
、
老
人
は
あ
く
ま
で
も
、
他
人
事
と
し
て
軽
く
受
け
取
っ

て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
の
三
回
ま
で
大
金
を
上
げ
る
行
為
は
、
本
気
で

杜
子
春
を
助
け
よ
う
と
す
る
よ
り
は
、
杜
子
春
の
仙
才
を
試
し
、
自
分
の
仙
薬

四
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の
完
成
を
手
伝
わ
せ
た
い
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
。
小
説
の
最
後
に
、
試
練
を

乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
杜
子
春
が
、
老
人
に
罵
ら
れ
な
が
ら
、
髻
を
掴
ま
れ
、

水
甕
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
、
と
い
う
シ
ー
ン
は
こ
の
〈
ふ
ん
〉
と
呼
応
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
老
人
に
つ
い
て
、
原
文
は
〈
黄
色
の
冠
に
赤
い

上
衣
の
仙
人
〉
と
し
か
説
明
し
て
い
な
い
が
、
川
端
の
訳
文
で
は
、
こ
の
よ
う

に
、
簡
潔
素
朴
の
会
話
に
よ
っ
て
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
な
も
の
と
な
り
、

可
視
化
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
会
話
文
の
翻
訳
形
態
と
し
て
、
松
井
と
川
端
は
直
接
話
法
を
採
用
し

て
い
る
が
、
伝
達
的
な
表
現
部
分
の
有
無
に
よ
っ
て
、
読
者
に
与
え
る
イ
メ
ー

ジ
は
異
な
る
。
松
井
訳
に
お
い
て
、
会
話
は
〈
と
も
申
し
上
げ
た
〉
、
〈
と
い
ひ

ま
す
か
ら
〉
、
〈
と
答
え
ま
し
た
〉
、
〈
と
い
ふ
の
で
〉
、
〈
と
答
え
ま
す
と
〉
、
〈
と

言
ひ
ま
す
〉
、
〈
と
言
い
切
る
と
〉
、
〈
と
言
ひ
な
が
ら
〉
の
よ
う
な
伝
達
的
表
現

に
導
か
れ
て
い
る
。
作
中
人
物
が
自
主
的
に
発
話
、
感
情
を
表
現
す
る
と
い
う

よ
り
は
、
語
り
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
つ
ま
り
、

松
井
訳
の
会
話
文
は
語
り
手
に
よ
っ
て
全
面
的
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

川
端
訳
に
お
い
て
は
、
伝
達
的
な
表
現
が
省
略
さ
れ
、
よ
り
自
然
の
流
れ
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
老
人
は
杜
子
春
の
反
応
に
つ
い
て
、〈
ふ
ん
〉
、〈
何

だ
〉
の
応
答
表
現
を
使
用
し
、
杜
子
春
は
〈
で
は
〉
、
〈
じ
ゃ
〉
な
ど
の
接
続
表

現
を
用
い
て
、
老
人
の
言
葉
を
受
け
と
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
中
人
物
は
一
時

的
に
語
り
手
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
、
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
の

声
や
感
情
を
直
接
読
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

３
、
韻
文
の
訳
し
方

　

①
「
崑
崙
奴
」

　
　

【
原
文
】

　

誤
到
蓬
山
頂
上
遊　

明
璫
玉
女
動
星
眸　

朱
扉
半
掩
深
宮
月
、
應
照

瓊
芝
雪
艶
愁

　
　

【
新
釈
漢
文
大
系
】

　

蓬
莱
山
の
頂
上
に
迷
い
入
り
、
ふ
と
見
そ
め
た
る
彼
の
天
女
、
耳
だ

ま
う
る
わ
し
く
、
ち
ら
り
と
か
わ
す
星
の
ひ
と
み
。
朱
の
扉
半
ば
閉
ざ

せ
る
宮
に
さ
し
入
る
月
影
、
照
ら
す
は
芝
蘭
の
香
り
、
雪
の
肌
、
艶
な

る
人
の
愁
い
顔
。

　
　

【
川
端
訳
】

誤
つ
て
蓬
山
頂
上
に
到
り
て
遊
び　

明
璫
（
耳
か
ざ
り
の
玉
）
の
玉
女

星
眸
を
動
か
す　

朱
扉
半
ば
掩
ふ
深
宮
の
月　

應
に
照
す
べ
し
瓊
芝
雪

艶
の
愁

　

①
は
、
崔
生
が
家
に
戻
っ
て
、
妓
の
事
を
偲
ぶ
時
に
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
川

端
は
挿
入
詩
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
口
語
に
訳
し
て
い
な
い

12

。
原
詩
の
味
を

読
者
に
伝
え
る
た
め
に
、
川
端
は
可
能
な
限
り
原
語
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

〈
明
璫
〉
の
よ
う
な
難
解
の
漢
語
に
対
し
、
先
の
〈
一
品
〉
の
よ
う
に
、
括
弧

で
語
釈
を
つ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
川
端
に
よ
る
漢
詩
の
訓
読
訳
は
、
漢
文
叢

書
の
『
国
訳
漢
文
大
成
』
の
書
き
下
し
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
も
の
で

あ
る

13

。
一
方
、
『
新
釈
漢
文
大
系
』
は
挿
入
詩
を
口
語
に
訳
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
第
二
句
の
〈
明
璫
玉
女
動
星
眸
〉
に
つ
い
て
、
『
新
釈
』
で
は
、
〈
ふ
と

見
そ
め
た
る
彼
の
天
女
、
耳
だ
ま
う
る
わ
し
く
、
ち
ら
り
と
か
わ
す
星
の
ひ
と

み
〉
と
訳
し
て
い
る
。
〈
ふ
と
見
そ
め
た
る
〉
と
〈
う
る
わ
し
く
〉
は
原
文
に

な
い
表
現
で
、
意
訳
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
物
語
の
文

学
性
よ
り
は
、
内
容
理
解
を
優
先
す
る
中
国
古
典
の
読
解
教
材
と
し
て
編
纂
さ

れ
た
『
新
釈
』
の
性
格
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
「
長
恨
歌
傳
」

　
　

【
原
文
】

故
當
時
謡
詠
有
云　

五
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生
女
勿
悲
酸　

生
男
勿
喜
觀　

男
不
封
候
女
作
妃　

看
女
卻
為
門
上
楣

　
　

【
新
釈
漢
文
大
系
】

で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
は
や
り
歌
に
、

　

女
を
生
ん
で
も
悲
し
む
な
か
れ
、
男
を
生
ん
で
も
喜
び
た
ま
う
な
。

と
歌
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、

　

男
は
王
侯
に
は
な
れ
な
い
が
女
は
王
妃
と
な
る
。
ご
ら
ん
な
さ
い

よ
、
女
は
逆
に
一
門
の
ほ
ま
れ
と
な
る
よ
。

　
　

【
川
端
訳
】

　

だ
か
ら
そ
の
頃
、
次
の
や
う
な
意
味
の
流
行
歌
さ
へ
出
来
た
。

　

女
の
子
を
生
ん
だ
と
て
悲
し
む
な
。
男
の
子
を
生
ん
だ
と
て
喜
ぶ

な
。

　

男
の
子
は
お
大
名
に
な
れ
は
せ
ぬ
が
、
女
の
子
は
お
妃
様
に
な
れ

る
、
ご
ら
ん
よ
、
却
て
女
が
一
門
の
譽
れ
に
な
つ
た
ぢ
や
な
い
か

　

②
は
、
当
時
の
人
々
が
、
楊
貴
妃
と
そ
の
一
門
が
玄
宗
の
寵
愛
に
よ
っ
て
栄

華
を
極
め
る
こ
と
を
羨
ん
で
作
っ
た
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
韻
文
は

庶
民
層
で
流
行
し
て
い
る
民
謡
で
、
『
新
釈
漢
文
大
系
』
と
川
端
は
両
方
と
も

口
語
訳
を
選
ん
だ
。
口
語
訳
に
よ
っ
て
、
庶
民
的
な
娯
楽
性
が
ス
ト
レ
ー
ト
に

読
者
に
伝
わ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
①
の
〈
明
璫
〉

と
反
対
に
、
川
端
は
漢
語
の
〈
侯
〉
と
〈
妃
〉
を
日
本
風
の
〈
お
大
名
〉
と
〈
お

妃
様
〉
と
訳
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
韻
文
に
つ
い
て
、
川
端
は
二
つ
の
訳
し
方

を
選
択
し
て
い
る
。
正
統
的
な
漢
詩
に
対
し
、
出
来
る
限
り
原
詩
の
味
わ
い
を

保
存
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
原
語
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
流
行
歌
に
つ

い
て
、
原
詩
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
解
釈
す
る
た
め
の
目
的
と
す
る
言
語

（
日
本
語
）
に
即
し
た
翻
訳
を
用
い
て
い
る
。

四
、
翻
訳
背
景

　

以
上
、
地
の
文
、
会
話
文
、
韻
文
の
三
つ
の
方
面
か
ら
、
川
端
康
成
が
翻
訳

し
た
唐
代
小
説
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
が
、
な
ぜ
川
端
は
こ
れ
ら
の

翻
訳
を
手
掛
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
端
自
身
が
こ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
管
見

の
限
り
に
於
い
て
何
も
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
川
端
が
唐
代

小
説
を
訳
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
推
測
す
る
以
外
方
法
は
な
い
。

　

１
、
漢
文
叢
書
『
支
那
文
学
大
観
』

　

川
端
に
よ
る
唐
代
小
説
の
翻
訳
は
『
支
那
文
学
大
観
』
の
性
格
に
大
き
く
左

右
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
こ
で
、
川
端
訳
の
特
徴
を
検

討
す
る
際
に
、
ま
ず
『
支
那
文
学
大
観
』
の
特
色
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
国
の
文
言
小
説
に
つ
い
て
、
当
時
に
お
い
て
、
古
来
か
ら
継
承
さ
れ
て

き
た
漢
文
訓
読
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
九
年
に
青
木
正
児
は
「
漢

文
直
読
論
」
を
発
表
し
、
従
来
の
訓
読
翻
訳
に
初
め
て
反
論
を
唱
え
た

14

。
そ

の
後
の
大
正
十
五
年
に
、
口
語
訳
推
進
派
は
、
日
本
最
初
の
全
て
口
語
訳
の
漢

文
叢
書
『
支
那
文
学
大
観
』
を
刊
行
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
大
観
』
が
当
時

刊
行
さ
れ
た
中
国
文
学
叢
書
の
中
で
、
か
な
り
特
質
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
勝
山
稔
は
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
」
に
お
い
て
、
以
下

の
通
り
に
述
べ
て
い
る
。

先
に
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
「
特
異
」
な
点
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
は
、
関

心
が
低
か
っ
た
中
国
の
通
俗
的
な
戯
曲
小
説
に
注
目
し
た
点
、
第
二
に

は
、
当
時
の
日
本
で
全
く
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
魯
迅
等
の
）
中
国

新
文
学
の
翻
訳
を
企
画
し
た
点
、
第
三
に
は
大
学
の
研
究
者
と
民
間
の
文

学
者
が
共
同
し
て
語
釈
と
翻
訳
作
業
を
実
施
し
た
点
で
あ
る
。15

六
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こ
の
よ
う
に
、
独
自
性
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
企
画

は
同
時
代
に
新
文
学
を
創
り
出
そ
う
と
考
え
て
い
た

16

川
端
の
理
念
に
底
通
し

て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
川
端
は
当
時
『
伊
豆
の
踊
子
』
を
連
載
し
た

が
、
後
年
の
『
浅
草
紅
団
』
な
ど
の
作
品
と
比
べ
、
ま
だ
世
評
で
話
題
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た

17

。
叢
書
で
翻
訳
を
出
す
こ
と
で
、
作
家
的
な
地
位
を
一
層
高

め
る
を
意
識
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

２
、
訳
者
と
し
て
の
川
端
康
成

　

『
支
那
文
学
大
観
』
に
お
け
る
各
巻
の
訳
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
支
那
文
学
大
観
』
出
版
作
品
一
覧
表

18

　

一
覧
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
巻
の
訳
者
は
ほ
と
ん
ど
中
国
文
学
の

広
い
意
味
で
の
愛
好
者
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
芥
川
と
谷

崎
の
作
品
に
お
い
て
は
、
中
国
古
典
を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
い

19

。
そ
し
て
、

佐
藤
春
夫
、
木
下
杢
太
郎
、
今
東
光
、
伊
藤
貴
麿
、
田
中
貢
太
郎
は
数
回
に
わ

た
っ
て
中
国
古
典
を
日
本
語
に
訳
し
て
い
る

20

。
宮
原
民
平
と
塩
谷
温
は
大
学

に
所
属
し
て
い
る
漢
文
学
者
で
、
中
国
文
学
の
専
門
家
で
あ
る

21

。
佐
々
木
静

光
に
関
す
る
資
料
は
、
管
見
の
限
り
一
切
見
当
た
ら
な
い
が
、
鈴
木
彦
次
郎
と

『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
を
共
訳
し
た
こ
と
か
ら
、
た
ぶ
ん
鈴
木
彦
次
郎
の
知
り
合

い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鈴
木
彦
次
郎
と
中
国
文
学
と
の
関
係
は
現
在
、

入
手
済
の
資
料
か
ら
推
論
可
能
な
こ
と
は
限
ら
れ
る
が
、
新
劇
運
動
に
深
く
関

連
す
る
人
物
と
し
て
、
中
国
の
古
典
戯
曲
に
興
味
を
示
し
、
翻
訳
し
て
い
る
可

能
性
は
非
常
に
高
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
『
大
観
』
に
携
わ
る
翻
訳
者
は
、
佐
々

木
静
光
を
置
く
と
し
て
、
い
づ
れ
も
中
国
文
学
を
愛
好
し
、
か
つ
中
国
文
学
に

つ
い
て
高
い
素
養
を
備
え
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
川
端
の

存
在
は
か
な
り
異
質
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
川
端
は
芥
川
の
よ
う

に
、
中
国
古
典
を
題
材
に
し
た
作
品
が
な
い
し
、
日
記
や
書
簡
な
ど
に
お
い
て

中
国
文
学
に
関
す
る
言
及
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
中
国
思
想
の
影
響
を
確

実
に
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
ま
だ
議
論
を
す
る
余
地

が
あ
る
。
確
か
に
川
端
の
作
品
の
中
に
林
金
花
や
、
呉
清
源
な
ど
の
中
国
人
が

登
場
す
る
し
、
川
端
自
身
も
中
国
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
宋
明

時
代
の
美
術
品
に
大
変
関
心
を
示
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
漢
文
叢
書
の
『
支
那

文
学
大
観
』
の
訳
者
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
不
自
然
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
人
物
の
推
薦
で
川
端

は
翻
訳
を
手
掛
け
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
人
物
は
塩
谷
温
と
い
う
先

行
論
が
あ
る
が

22

、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
川
端
は
塩
谷
温
の

授
業
を
聴
講
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が

23

、
『
大
観
』
刊
行
の
二
年
前
に
既
に

東
大
国
文
学
科
を
卒
業
し
た
川
端
は
、
塩
谷
温
と
深
い
関
係
を
持
ち
続
け
た
か

巻数 作品名 訳者 注釈者

第一巻 元曲選 芥川龍之介
谷崎潤一郎
佐藤春夫
木下杢太郎

塩谷温

第二巻 牡丹亭還魂記（上） 鈴木彦次郎
佐々木静光

宮原民平

第三巻 牡丹亭還魂記（下） 鈴木彦次郎
佐々木静光

宮原民平

第四巻 風筝誤 宮原民平 宮原民平

第五巻 桃花扇（上） 今東光 塩谷温

第六巻 桃花扇（下） 今東光 塩谷温

第七巻 現代戯曲 木下杢太郎 竹田復

第八巻 唐代小説 川端康成
鈴木彦次郎
今東光

塩谷温

第九巻 京本通俗小説 塩谷温 塩谷温

第十巻 剪灯新話・剪灯余話 鈴木彦次郎 塩谷温

第十一巻 今古奇観 佐藤春夫
伊藤貴麿
今東光

宮原民平

第十二巻 聊斎志異 田中貢太郎 公田蓮太郎

第十三巻 小説萃選 田中貢太郎

第十四巻 現代小説 竹田復

七
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は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
『
文
藝
時
代
』
を
創
刊
し
た
後
、
川
端
の
文
壇
活
動

は
基
本
的
に
い
わ
ゆ
る
「
新
感
覚
派
」
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
年
譜

か
ら
確
認
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
て
み
る
と
、
川
端
と
叢
書

の
間
で
、
か
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
た
重
要
な
人
物
は
塩
谷
温
で
は
な
く
、『
文

藝
時
代
』
の
同
人
で
あ
る
鈴
木
彦
次
郎
、
今
東
光
、
伊
藤
貴
麿
の
三
人
の
中
の

誰
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
以
上
の
三
人
の
中
の

誰
か
が
、
川
端
を
『
大
観
』
の
責
任
編
集
者
で
あ
る
塩
谷
温
に
推
薦
し
、
さ
ら

に
塩
谷
温
は
川
端
と
は
面
識
が
あ
っ
た
、
と
い
う
経
緯
で
川
端
は
叢
書
の
担
当

翻
訳
者
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
具
体
的
に
特
定
の
人
物

に
絞
る
に
は
他
の
資
料
調
査
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
の
機
会
に
委
ね
る
こ

と
と
し
た
い
。

　

３
、
文
言
小
説

　

『
大
観
』
は
中
国
の
文
言
小
説
、
白
話
小
説
、
近
代
小
説
の
三
種
類
で
構
成

さ
れ
る
。
川
端
は
現
代
中
国
語
が
で
き
な
い
た
め
、
文
言
小
説
の
翻
訳
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
文
言
小
説
を
現
代
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
き
、
日
本
古
来
の
訓

読
方
法
で
小
説
の
内
容
を
書
き
下
し
文
に
し
、
さ
ら
に
口
語
訳
に
書
き
換
え
て

よ
い
。
ま
た
、
川
端
に
お
け
る
唐
代
小
説
の
翻
訳
は
、
注
釈
者
で
あ
る
塩
谷
温

の
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
漢
詩
の
翻
訳
は
、

ほ
ぼ
大
正
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
国
訳
漢
文
大
成
』
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
用

し
て
い
る

24

。
ち
な
み
に
、
塩
谷
温
は
『
国
訳
』
に
お
い
て
、
「
晋
唐
小
説
」
の

部
類
の
注
釈
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
は
、
漢
文
に
は
過
去
形
と
推
量
形
が
な

い
た
め
、
日
本
語
に
訳
す
と
き
、
訳
者
に
よ
っ
て
文
末
表
現
が
変
わ
る
。
し
か

し
、
川
端
訳
に
お
け
る
文
末
表
現
は
、
基
本
的
に
『
国
訳
』
の
書
き
下
し
文
と

一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
杜
子
春
」
に
お
い
て
、
川
端
は
原
文
の
〈
投
於

親
故
〉
を
〈
親
戚
や
舊
知
の
家
に
身
を
寄
せ
た
け
れ
ど
も
、
〉
と
訳
し
て
い
る
。

ま
た
、〈
自
以
為
終
身
不
復
羇
旅
也
〉
を
〈
も
う
一
生
に
二
度
と
家
も
な
く
ほ
っ

き
歩
く
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
〉
と
翻
訳
し
て
い
る
。
『
国
訳
』
を
参
照
す

る
と
、
過
去
を
表
す
〈
た
〉
形
と
、
推
量
を
表
す
〈
ま
い
〉
は
、
『
国
訳
』
の

書
き
下
し
文
の
（
〈
親
故
に
投
ぜ
し
も
〉
の
〈
し
〉
と
、〈
羇
旅
せ
じ
と
〉
）
の
〈
じ
〉

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
結
果
に
一
致
し
た
に
過

ぎ
な
い
が
、
簡
潔
な
言
葉
で
記
述
を
旨
と
す
る
文
言
文
の
特
質
と
、
限
ら
れ
た

言
葉
で
無
限
の
意
味
を
暗
示
し
よ
う
と
す
る
川
端
の
作
風
に
通
底
し
て
い
る
点

で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

４
、
川
端
康
成
と
唐
代
小
説

　

中
国
の
小
説
は
、
唐
の
時
代
に
な
る
と
一
変
し
た
。
唐
の
前
の
六
朝
時
代
は
、

事
実
を
記
録
し
た
志
怪
と
い
う
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
が
流
行
し
、
唐
に
な
る
と
、

伝
奇
と
い
う
虚
構
の
物
語
が
新
し
い
文
学
形
式
と
し
て
誕
生
し
た
。
つ
ま
り
、

伝
奇
の
作
者
た
ち
は
、
不
思
議
な
出
来
事
を
単
に
記
録
す
る
こ
と
に
満
足
で
き

ず
、
意
識
的
に
文
学
の
創
作
を
始
め
た
。
た
と
え
物
語
の
題
材
が
共
通
し
て
い

て
も
、
伝
記
作
者
の
主
観
に
よ
っ
て
、
個
性
的
な
芸
術
作
品
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
以
上
の
背
景
で
生
ま
れ
て
き
た
唐
代
小
説
は
後
世
の
物
語
に
豊
富

な
素
材
を
提
供
し
、
中
国
文
学
史
に
お
い
て
か
な
り
重
要
な
位
置
付
け
を
占
め

て
い
る

25

。
川
端
は
後
年
、
自
ら
創
作
の
素
材
に
つ
い
て
〈
私
は
、
初
期
の
身

辺
に
材
を
取
つ
た
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
モ
デ
ル
と
い
う
べ
き
人
物
や
事

件
は
な
い
。
む
ろ
ん
ヒ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
モ
デ
ル

で
は
な
い
。
〉26

と
述
べ
た
。
こ
の
〈
ヒ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
〉
は
、
大
正
十
五

年
に
翻
訳
し
た
こ
の
唐
代
小
説
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
実
は
、
ほ

ぼ
同
じ
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
川
端
の
『
犠
牲
の
花
嫁
』
に
は
、
鹿
に
変
身
す
る

男
が
登
場
し
、
『
人
虎
傳
』
に
お
い
て
虎
に
変
身
し
た
李
徴
の
イ
メ
ー
ジ
と
一

致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
年
の
『
馬
美
人
』
に
登
場
す
る
野
生
の
美
が
あ
ふ

れ
た
娘
は
、
剣
侠
類
に
現
れ
る
英
勇
な
女
性
像
と
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭

和
四
年
に
発
表
さ
れ
た
当
時
に
話
題
に
な
っ
た
「
浅
草
紅
団
」
の
女
主
人
公
の

八
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弓
子
と
、
唐
代
小
説
の
「
剣
侠
類
」
に
登
場
し
た
聶
隠
娘
と
は
、
通
じ
る
部
分

は
か
な
り
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
神
怪
類
」
に
現
わ
れ
た
神
秘
主

義
と
、
「
別
伝
類
」
に
隠
さ
れ
た
因
果
応
報
の
思
想
は
、
一
部
の
川
端
小
説
の

主
題
と
共
通
し
て
い
る
。
以
上
、
唐
代
小
説
の
翻
訳
を
通
し
て
、
後
の
創
作
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
す

る
詳
細
な
論
考
は
今
後
の
課
題
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
地
の
文
、
会
話
、
韻
文
の
三
つ
の
方
面
か
ら
、
川
端
訳
の
唐
代
小
説

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
特
徴
が
あ
る
と
確

認
で
き
る
。
①
川
端
の
翻
訳
は
概
ね
原
文
に
忠
実
で
あ
る
。
文
意
を
明
白
に
す

る
た
め
に
、
そ
の
一
部
に
加
筆
や
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、

訳
者
の
介
入
程
度
は
比
較
的
に
少
な
い
。
②
会
話
文
は
直
接
話
法
を
採
用
し
、

厳
密
な
逐
語
訳
よ
り
、
娯
楽
性
や
文
学
性
に
重
点
を
置
く
。
③
韻
文
に
つ
い
て
、

二
つ
の
翻
訳
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
正
統
な
漢
詩
に
対
し
て
は
、
出
来
る
限
り
原

詩
の
味
わ
い
を
保
存
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
原
語
を
残
し
た
が
、
流
行
歌
に

つ
い
て
は
、
原
詩
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
解
釈
す
る
た
め
の
目
的
と
す
る
言

語
（
日
本
語
）
に
即
し
た
翻
訳
を
用
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
川
端
が
唐
代
小
説
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
背
景
に
つ
い
て
、
資
料
不
足

の
た
め
推
測
し
か
で
き
な
い
が
、
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
『
支

那
文
学
大
観
』
の
独
自
性
が
川
端
の
関
心
を
引
い
た
こ
と
。
ま
た
、
川
端
は
叢

書
に
翻
訳
を
出
す
こ
と
で
、
作
家
的
地
位
を
高
め
よ
う
と
意
識
し
た
こ
と
。
②

『
文
藝
時
代
』
の
同
人
の
推
薦
で
、
か
つ
塩
谷
温
と
は
面
識
が
あ
っ
た
経
緯
で
、

翻
訳
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
③
文
言
小
説
の
翻
訳
は

比
較
的
に
簡
単
で
、
翻
訳
の
時
、
塩
谷
温
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
。
④
唐
代
小
説
は
、
川
端
の
創
作
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
た
可
能

性
が
高
い
こ
と
。

　

川
端
康
成
は
生
涯
に
お
い
て
口
語
訳
に
し
た
作
品
は
唐
代
小
説
だ
け
で
は
な

く
、
西
洋
文
学
と
日
本
の
古
典
物
語
も
翻
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る

先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
確
か
に
、
川
端
の
翻
訳
は
、
森
鴎
外
や
、
芥
川

龍
之
介
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
作
家
自
身
の
現
状
を
打
開
し
新
た
な
可
能
性
を

切
り
開
い
た
と
評
価
さ
れ
た
「
作
家
翻
訳
」27

は
、
川
端
文
学
に
、
必
ず
何
ら
か

の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
川
端
は
何
を
求
め
て
翻
訳
に
挑
み
、

そ
こ
か
ら
何
を
獲
得
し
た
の
か
、
ま
た
、
入
念
な
翻
訳
活
動
を
通
し
て
、
自
ら

の
創
作
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
以
上
の
疑
問
へ
の
解
答
は
、
川

端
康
成
文
学
の
全
体
像
の
解
読
に
、
新
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
川
端
に
よ
る
翻
訳
の
特
徴
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
端
が
ど
う

い
っ
た
姿
勢
で
、
異
質
な
文
化
を
自
ら
の
文
学
に
変
容
し
た
か
、
と
い
う
こ
と

を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

＊
川
端
康
成
の
文
章
の
引
用
は
、
す
べ
て
三
十
五
巻
本
『
川
端
康
成
全
集
』（
新

潮
社
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

九
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１　

勝
山
稔
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
」（『
国
際
文
化
研
究
科

論
集　

東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
』
２
３　

２
０
１
５
）

２　

前
川
晶
「
塩
谷
温
と
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中

国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
４ 　

２
０
０
１
）

３　

井
上
健
『
文
豪
の
翻
訳
力　

近
現
代
日
本
の
作
家
翻
訳　

谷
崎
潤
一
郎
か
ら

村
上
春
樹
ま
で
』（
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン　

２
０
１
１
）

４　

馬
朝
紅
「
川
端
文
学
と
異
界
―
唐
代
小
説
と
の
関
わ
り
」（『
学
習
院
大
学
人

文
科
学
論
集
』
６　

１
９
９
７
）

５　

常
思
佳
「
川
端
文
学
と
唐
代
伝
奇
小
説
」（『
日
本
近
代
文
学
会
北
海
道
支
部

会
報
』
１
４　

２
０
１
１
）

６　

１
に
同
じ

７　

嶋
隆
「
馬
美
人
の
昇
天
―
「
馬
美
人
」
と
「
魚
服
記
」
―
」（『
鴎
外
・
康
成
・

鱒
二
―
長
谷
川
泉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
集
』　

１
９
９
４
）

８　

テ
キ
ス
ト
の
選
択
は
、
任
意
に
し
た
。
他
の
訳
作
に
は
、
同
じ
特
徴
が
見
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

９　

松
井
等
『
伝
説
之
支
那
』（
楠
林
書
店　

１
９
２
２
）

10　

内
田
泉
之
助　

乾
一
夫
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院　

１
９
７
１
）

11　

『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版　

第
十
一
巻
』（
小
学
館　

２
０
０
０
）

12　

川
端
は
「
長
恨
歌
傳
」
に
、
口
語
訳
に
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、〈
口
語

に
訳
し
て
は
原
詩
の
味
が
殆
ど
失
は
れ
て
し
ま
ふ
か
ら
〉
と
述
べ
て
い
る
。

13　

国
訳
漢
文
大
成
』
に
お
い
て
、
塩
谷
温
に
よ
る
書
か
れ
た
読
み
下
し
文
は
、

〈
誤
つ
て
蓬
山
頂
上
に　

到
り
て
遊
び
、
明
璫
の
玉
女
星
眸
を
動
か
す
、
朱

扉
半
ば
掩
ふ
深
宮
の
月
、
應
に
照
す
べ
し
瓊
芝
雪
艶
の
愁
〉
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
漢
詩
以
外
に
も
、
川
端
の
唐
代
小
説
に
お
け
る

漢
詩
の
翻
訳
は
、
ほ
ぼ
『
国
訳
漢
文
大
成
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

14　

勝
山
稔
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に

つ
い
て
―
新
に
発
見
さ
れ
た
桃
義
会
（
一
九
二
四
）
の
翻
訳
事
例
を
中
心
と

し
て
―
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集　

東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
』

２
０　

２
０
１
２
）

15　

１
に
同
じ

16　

川
端
康
成
「
新
進
作
家
の
新
傾
向
解
説
」（
初
出
「
文
藝
時
代
」
大
正
十
四

年
四
月
号
）（『
川
端
康
成
全
集
』
３
０　

新
潮
社　

１
９
８
３
））

17　

川
端
康
成
「
作
家
に
聞
く
」（
初
出
「
文
学
」
昭
和
二
十
八
年
三
月
号
）（『
川

端
康
成
全
集
』
３
３　

新
潮
社　

１
９
８
２
）

18　

表
は
勝
山
稔
の
〈『
支
那
文
学
大
観
』
出
版
作
品
一
覧
表
〉
を
参
考
に
制
作

し
た
。（
勝
山
稔
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
」（『
国
際
文

化
研
究
科
論
集 

東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
』
２
３　

２
０
１
５
））

19　

芥
川
は
中
国
古
典
か
ら
取
材
し
た
作
品
は
、「
酒
虫
」「
黄
粱
夢
」「
尾
生
の
信
」

「
杜
子
春
」「
秋
山
図
」「
奇
遇
」「
仙
人
」
等
が
あ
る
。
谷
崎
は
「
刺
青
」「
麒

麟
」「
人
魚
の
嘆
き
」「
玄
奘
三
蔵
」
等
の
作
品
が
あ
る
。

20　

佐
藤
春
夫
は
「
東
周
列
国
志
」、「
聊
斎
志
異
」、「
今
古
奇
観
」
な
ど
の
通
俗

小
説
を
数
多
く
訳
出
し
て
い
る
。
木
下
杢
太
郎
は
『
支
那
伝
説
集
』
を
全
訳

し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
東
光
は
昭
和
五
年
に
「
桃
花
扇
」
を
訳
し
、
昭
和

四
十
一
年
に
、『
今
氏
易
学
史
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
伊
藤
貴
麿
は
『
西
遊

記
』
の
翻
訳
で
著
名
で
あ
る
。
田
中
貢
太
郎
は
、
中
国
の
怪
談
文
学
の
翻
訳

を
行
っ
て
い
る
。

21　

宮
原
民
平
は
中
国
文
学
の
研
究
家
で
、
拓
殖
大
学
の
教
授
を
務
め
た
。
中
国

小
説
の
口
語
訳
の
提
唱
者
で
あ
る
。
塩
谷
温
は
当
時
東
京
大
学
の
教
授
で
、

中
国
の
小
説
、
戯
曲
を
専
門
と
す
る
。

22　

５
に
同
じ

23　

大
正
七
年
・
当
用
日
記
を
参
考
し
て
く
だ
さ
い
。（『
川
端
康
成
全
集
・
補
巻

一
』　

新
潮
社　

１
９
９
９
）

24　

注
13
を
参
考
し
て
く
だ
さ
い

25　

魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
』（
人
民
文
学
出
版
社　

２
０
０
６
）

26　

17
に
同
じ

27　

３
に
同
じ

一
〇
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The novels from the Tang dynasty: translated by Kawabata Yasunari

Pengkeran

This paper is intended to discuss the features of novels in the Tang dynasty, which were 

translated by Kawabata Yasunari in 1926. Previous research focused on the translations by 

Kawabata is rather limited, so will be explored in this paper. Broadly there are three direct 

approaches: analysis by narration, conversation, and poetry. Finally there will be farther 

analysis, revealing the background of the translations by Kawabata Yasunari.

一
一
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